
平成22年8月期 第3四半期決算短信 

平成22年7月2日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 暁飯島工業 株式会社 上場取引所 JQ 
コード番号 1997 URL http://www.eazima.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 飯島 康輔
問合せ先責任者 （役職名） 取締役専務執行役員 （氏名） 藤沼 一男 TEL 029-244-5111
四半期報告書提出予定日 平成22年7月14日
配当支払開始予定日 ―

1.  平成22年8月期第3四半期の連結業績（平成21年9月1日～平成22年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年8月期第3四半期 5,095 8.0 221 97.1 200 117.2 202 644.6
21年8月期第3四半期 4,715 ― 112 ― 92 ― 27 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年8月期第3四半期 18.58 ―
21年8月期第3四半期 2.49 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年8月期第3四半期 5,561 1,940 34.9 177.75
21年8月期 5,976 1,798 30.1 164.76

（参考） 自己資本   22年8月期第3四半期  1,940百万円 21年8月期  1,798百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年8月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00
22年8月期 ― 0.00 ―
22年8月期 

（予想） 2.00 2.00

3.  平成22年8月期の連結業績予想（平成21年9月1日～平成22年8月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,100 5.8 205 60.8 165 52.5 165 ― 15.11
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
なお、業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項につきましては、3ページの【定性的情報・財務諸表等】3.連結業績予想に
関する定性的情報をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年8月期第3四半期 11,000,000株 21年8月期  11,000,000株
② 期末自己株式数 22年8月期第3四半期  83,534株 21年8月期  82,733株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年8月期第3四半期 10,916,933株 21年8月期第3四半期 10,918,857株
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【定性的情報・財務諸表等】

１.連結経営成績に関する定性的情報

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気対策の実施を背景に、企業収益の改善、個人消費の持ち直
しなど景気は緩やかな回復を見せておりますが、一方で雇用情勢は依然として改善されず、欧州を中心とした金融市場
の混乱、円高とデフレの影響など、景気の先行きは不透明なまま推移しております。
　当社グループ関連の建設業界におきましても、公共工事見直しに伴う事業凍結が実施されることに加え、民間設備投
資も極めて低い水準で推移しており、非常に厳しい経営環境となっております。
こ ような状況 もと 当社グ プは 受注時採算性 強化 原価管理及び施工管理 徹底 原価低減及び経費削

２.連結財政状態に関する定性的情報

　このような状況のもと、当社グループは、受注時採算性の強化、原価管理及び施工管理の徹底、原価低減及び経費削
減などの諸施策を実施しております。その結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は前年同四
半期比2.8％減少の44億84百万円となりましたが、売上高は完成工事高の計上基準の変更に伴う工事進行基準適用の
売上高が増加したことなどから、前年同四半期比8.0％増加の50億95百万円となりました。損益につきましても売上高増
加に加えて工事利益率が改善したことなどから、営業利益は前年同四半期比97.1％増加の２億21百万円、経常利益は
前年同四半期比117.2％増加の２億円となりました。また最終損益につきましても前年同四半期比644.6％増加の２億２百
万円の四半期純利益となりました。

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ４億15百万円減少し、55億61百万円
となりました。その要因は、主に売上債権及び未成工事支出金の減少によるものであります。
　負債合計は、前連結会計年度末に比べ５億57百万円減少し、36億20百万円となりました。その要因は、主に仕入債
務、未成工事受入金及び有利子負債の減少によるものであります。
　また、純資産は、前連結会計年度末に比べ１億41百万円増加し、19億40百万円となりました。その要因は、主に四半
期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加によるものであります。

２.連結財政状態に関する定性的情報

（1）資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ６億1百円増加し、14億
57百万円となりました。
　当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務及び未成工事受入金が減少し
たものの、税金等調整前四半期純利益を計上し、売上債権及び未成工事支出金も減少したことなどから８億65百万円
の収入超過（前年同四半期は２億65百万円の支出超過）となりました。
　投資活動によるキャッシュ・フローは、短期投資を目的とした有価証券を取得したことなどから１億６百万円の支出超
過（前年同四半期は93百万円の支出超過）となりました。
財務活動によるキ は 資金調達を最小限に抑え 有利子負債 削減に努めたことなどから１億 百

（2）キャッシュ・フローの状況

　財務活動によるキャッシュ・フローは、資金調達を最小限に抑え、有利子負債の削減に努めたことなどから１億57百
万円の支出超過（前年同四半期は１億23百万円の支出超過）となりました。

平成21年８月期決算発表時（平成21年10月15日）に公表しました平成22年８月期通期の業績予想の数値に変更はあり
ません。

３.連結業績予想に関する定性的情報
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４.その他

（2）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

1.簡便な会計処理

該当事項はありません。

①完成工事に係る瑕疵担保費用見積額の算定方法

完成工事に係る瑕疵担保費用見積額の算定に関しては、当第３四半期連結会計期間末の補償実績率が前
連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の補償実績率を使
用して瑕疵担保費用見積高を算定しております。

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法
によ ております

②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

簡便な会計処

1.平成

によっております。
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の
発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタック
ス・プランニングを利用する方法によっております。

該当事項はありません。

2.四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

1.会計基準等の改正に伴う変更

①完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更
請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工期１年以上　、かつ請負金額１億円以上の工事につい
ては工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準（連結子会社においては、全ての工事につい
て工事完成基準）を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年
12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27
日）を第１四半期連結会計期間より適用し 当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から 当第３四半

（3）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

日）を第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第３四半
期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事
の進捗度の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。
なお、平成21年８月31日以前に着手した工事契約のうち、工期１年以上、かつ請負金額１億円以上の工事に
ついては工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を引き続き適用しております。
これにより、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間に係る売上高は525,244千円増加
し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ69,843千円増加しております。

3.表示方法の変更

（四半期連結貸借対照表関係）

前第３四半期連結会計期間において区分掲記しておりました「破産更生債権等」（当第３四半期連結会計期間
25,013千円）は、金額が僅少となり重要性がなくなりましたので、当第３四半期連結会計期間においては投資
そ 他 資産 「そ 他 に含めて表示しております

2.会計基準等の改正に伴う変更以外の変更

該当事項はありません。

その他の資産の「その他」に含めて表示しております。
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,471,991 871,886

受取手形・完成工事未収入金 1,031,831 1,366,128

有価証券 93,955 －

未成工事支出金 116,278 728,635

繰延税金資産 49,828 50,483

その他 33,446 185,363

貸倒引当金 △43,000 △49,211

流動資産合計 2,754,332 3,153,285

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 1,109,366 1,101,266

減価償却累計額 △814,535 △798,371

建物・構築物（純額） 294,830 302,894

土地 2,160,682 2,160,682

その他 9,885 9,003

減価償却累計額 △8,434 △7,754

その他（純額） 1,451 1,249

有形固定資産合計 2,456,964 2,464,825

無形固定資産 7,484 8,401

投資その他の資産   

投資有価証券 269,473 268,284

長期貸付金 500 500

長期未収入金 99,180 99,195

その他 58,979 45,821

貸倒引当金 △85,826 △63,921

投資その他の資産合計 342,306 349,880

固定資産合計 2,806,755 2,823,107

資産合計 5,561,087 5,976,392
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 967,236 1,241,733

短期借入金 1,377,000 1,326,700

1年内返済予定の長期借入金 134,840 226,820

1年内償還予定の社債 60,000 330,000

未払法人税等 2,856 2,228

未成工事受入金 449,125 637,956

完成工事補償引当金 9,900 9,100

賞与引当金 38,900 39,800

その他 102,524 40,044

流動負債合計 3,142,382 3,854,383

固定負債   

社債 120,000 15,000

長期借入金 309,470 256,810

退職給付引当金 32,068 33,510

その他 16,729 18,011

固定負債合計 478,268 323,332

負債合計 3,620,650 4,177,715

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,408,600 1,408,600

資本剰余金 3,705 3,705

利益剰余金 615,762 423,845

自己株式 △21,320 △21,261

株主資本合計 2,006,747 1,814,889

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △66,310 △16,212

評価・換算差額等合計 △66,310 △16,212

純資産合計 1,940,436 1,798,677

負債純資産合計 5,561,087 5,976,392
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高   

完成工事高 4,684,165 5,063,127

その他の事業売上高 31,370 31,951

売上高合計 4,715,535 5,095,079

売上原価   

完成工事原価 4,248,474 4,526,431

その他の事業売上原価 18,135 14,506

売上原価合計 4,266,609 4,540,938

売上総利益 448,926 554,141

販売費及び一般管理費   

従業員給料及び手当 133,055 115,816

賞与引当金繰入額 7,637 12,059

退職給付費用 10,976 10,417

貸倒引当金繰入額 18,588 22,564

その他 166,402 171,958

販売費及び一般管理費合計 336,660 332,814

営業利益 112,266 221,326

営業外収益   

受取利息 1,589 1,279

受取配当金 2,701 1,869

仕入割引 7,516 6,390

受取地代家賃 6,765 6,674

その他 5,073 3,967

営業外収益合計 23,646 20,180

営業外費用   

支払利息 40,556 35,208

その他 2,922 5,556

営業外費用合計 43,478 40,765

経常利益 92,434 200,741

特別利益   

有形固定資産売却益 1,421 －

投資有価証券売却益 － 1,324

貸倒引当金戻入額 － 4,850

特別利益合計 1,421 6,174

特別損失   

有形固定資産売却損 4,278 －

減損損失 553 484

投資有価証券売却損 4 1,951

投資有価証券評価損 3,516 －

貸倒引当金繰入額 85 －

貸倒損失 56,926 －

特別損失合計 65,365 2,435

税金等調整前四半期純利益 28,490 204,480

法人税、住民税及び事業税 1,444 962

法人税等調整額 △195 683

法人税等合計 1,248 1,646

四半期純利益 27,241 202,834
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【第３四半期連結会計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高   

完成工事高 1,461,309 1,715,890

その他の事業売上高 10,142 10,277

売上高合計 1,471,452 1,726,167

売上原価   

完成工事原価 1,325,906 1,502,573

その他の事業売上原価 4,092 4,724

売上原価合計 1,329,998 1,507,298

売上総利益 141,453 218,869

販売費及び一般管理費   

従業員給料及び手当 48,458 46,689

退職給付費用 4,145 3,609

その他 54,785 50,360

販売費及び一般管理費合計 107,389 100,659

営業利益 34,063 118,210

営業外収益   

受取利息 616 587

受取配当金 143 146

仕入割引 2,665 2,065

受取地代家賃 2,250 2,226

その他 2,333 970

営業外収益合計 8,009 5,996

営業外費用   

支払利息 13,468 11,205

その他 1,331 363

営業外費用合計 14,800 11,568

経常利益 27,272 112,638

特別利益   

投資有価証券売却益 － 1,324

投資有価証券評価損戻入益 12,869 －

貸倒引当金戻入額 66,568 6,003

特別利益合計 79,438 7,327

特別損失   

投資有価証券売却損 － 1,951

投資有価証券評価損 3,516 －

貸倒損失 56,926 －

特別損失合計 60,442 1,951

税金等調整前四半期純利益 46,267 118,014

法人税、住民税及び事業税 579 320

法人税等調整額 △12 733

法人税等合計 567 1,054

四半期純利益 45,700 116,960
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 28,490 204,480

減価償却費 17,835 17,275

減損損失 553 484

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18,673 15,694

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △518 800

工事損失引当金の増減額（△は減少） 1,200 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △28,800 △900

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,075 △1,441

受取利息及び受取配当金 △4,290 △3,148

支払利息 40,556 35,208

有形固定資産売却損益（△は益） 2,857 －

有価証券償還損益（△は益） △1,329 △1,153

投資有価証券売却損益（△は益） 4 627

投資有価証券評価損益（△は益） 3,516 －

売上債権の増減額（△は増加） 138,757 334,311

未成工事支出金の増減額（△は増加） △342,553 612,356

仕入債務の増減額（△は減少） △235,160 △274,497

未成工事受入金の増減額（△は減少） 235,300 △188,831

未収消費税等の増減額（△は増加） △16,784 35,431

未払消費税等の増減額（△は減少） △51,344 23,527

破産更生債権等の増減額（△は増加） △1,873 △15,791

その他 △37,348 109,579

小計 △229,182 904,015

利息及び配当金の受取額 4,449 3,192

利息の支払額 △40,098 △36,127

訴訟和解金の支払額 － △4,000

法人税等の支払額 △720 △1,784

営業活動によるキャッシュ・フロー △265,551 865,296

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2 △2

定期預金の払戻による収入 30,000 1,008

有価証券の取得による支出 △358,921 △98,756

有価証券の償還による収入 200,000 45,000

有形固定資産の取得による支出 △1,284 △8,981

有形固定資産の売却による収入 76,000 －

無形固定資産の取得による支出 △1,460 －

投資有価証券の取得による支出 △39,880 △137,557

投資有価証券の売却及び償還による収入 2,093 90,487

出資金の分配による収入 100 －

その他 246 2,606

投資活動によるキャッシュ・フロー △93,108 △106,196
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △194,700 50,300

長期借入れによる収入 400,000 180,000

長期借入金の返済による支出 △308,340 △219,320

社債の発行による収入 － 150,000

社債の償還による支出 △15,000 △315,000

自己株式の取得による支出 △81 △59

配当金の支払額 △4,912 △3,911

財務活動によるキャッシュ・フロー △123,033 △157,990

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △481,693 601,109

現金及び現金同等物の期首残高 1,490,081 856,881

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,008,388 1,457,991
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（4）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

（5）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。
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６.その他の情報

(1)受注及び売上の状況

①受注実績

②売上実績

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

―

1.9 40,9880.6

8.0 6,712,047 100.0

金額(千円） 金額(千円） 金額(千円） 金額(千円）構成比（％）

合計 4,715,535 100.0 5,095,079 100.0 379,544

―

その他の事業計 31,370 0.7 31,951 0.6 581 1.9 40,988 0.6

0.6

コンサルタント業務 ― ― ― ― ― ―

0.7 31,951 581

設備工事業計

その他

不動産事業 31,370

4,684,165

リニューアル工事

土木工事

プラント工事

ビルケア工事

建築設備工事

―

   至　平成21年５月31日）

金額(千円）

31,370

4,614,415

―コンサルタント業務

その他の事業計

―

3,041,224 59.7

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

設備工事業

合計

―

増減率（％）構成比（％）

前第３四半期連結累計期間

金額(千円）構成比（％）

（自　平成20年９月 １日

4,452,418

不動産事業 31,951 0.7 5810.7 1.931,370

99.34,583,045

プラント工事

ビルケア工事

設備工事業計

その他

306,910 6.9

建築設備工事

1,203,735 26.1

3,068,950

5,063,127 99.4 378,962 8.1

2.2

― ―

△ 7.8

― ― ― ―

304,145 6.0

6.5407,891

63.6

29.2

―

―

3,972,700

1,821,973

―

―

（参考）

前連結会計年度

(平成21年８月期)

当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年９月 １日

   至　平成22年５月31日）

増減
（△は減）

（自　平成20年９月 １日

―

前第３四半期連結累計期間

6.7

99.3

0.7

―

構成比（％）

―

―

   至　平成21年５月31日）

設備工事業

310,359

―

リニューアル工事

土木工事

66.5

2,493,844

1,680,293

180,227

―

52.9

35.6

99.3

7.0329,800 431,655 6.4

―

31.2

3.2

―

2,097,004

211,754

前連結会計年度

4,484,370

△ 100.0

1,717,758 33.7 37,465

99.46,671,059

6,202,564

40,988

99.3

40,988 0.7

― ―

△ 1.1

△ 130,626

△ 466,308

―

304,930

34,200

△ 3,449

25.3

△ 2.9

△ 25,655

△ 180,2273.8

―

（自　平成21年９月 １日

   至　平成22年５月31日）

100.0

0.7

―

―

増減
（△は減）

581

100.0

31,951

当第３四半期連結累計期間

△ 130,045 6,243,553△ 2.8

0.71.9

3,930,644

(平成21年８月期)

（参考）

547,379 21.9 58.6

金額(千円） 金額(千円） 構成比（％）

―

―

△ 15.258.0

33.6

構成比（％）増減率（％）

1,508,665

2,602,642

0.8

区　分

区　分

34,200

―

100.0
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